元気あるやまがた創造グループ　基本方針（案）ver.３
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

副理事長：井　上　周　士
特別委員長：東　海　林　仁

本部長：鈴　木　　　力

室長：遠　藤　智　大

３・１１未曾有の大震災後、被災地を中心としていたるところで「元気」という言葉が頻繁に使われるようになりました。それは、「元気を出そう！」「元気になろう！」と自らを奮い立たせる意味だったり、心が折れそうな気持ちを勇気づける為に、一人ひとりが自分自身に言い聞かせていたように思います。私たち元気あるやまがた創造グループは、いま求められているその「元気」を「力」に変えて事業を展開していきます。
　本年で３３回目を迎える山形大花火大会は、これまで幾多の困難や開催の危機をも乗り越え、また地元地域の皆様、関係各所の方々と共に支え助け合いながら、数々の感動と笑顔を市民の皆様に贈り届けてとともに創り上げてきました。そこでできた繋がりや絆、感謝する心をより一層深め、これまで築いた３２回の伝統を今年も継承していきます。「やまがた」を愛する私たちだからこそできるこの大会を、市民の皆さんがこれからも郷土愛を育む夏の最高の思い出として、またここに暮らす「ひと」や「まち」市民のみなさんの活力となるよう、これまで以上にその存在価値を高める事業にします。笑顔や感動をもたらすこの山形の一大イベントを今年も市民を巻き込んで元気に開催致します。
　加えて山形青年会議所を代表するまちづくり事業に於いては、変わるべきもの、変わってはいけないものをしっかりと見極め選択し、本年はこれまで先輩諸兄が行ってきたまちづくり事業を進化発展させからより公益的でかつ他団体を巻き込んだ新しい事業を創造していきます。また、海外や県内外から訪れるたくさんの方々に、「母なる大地　やまがた」が持つ素晴らしい自然環境や「あがらっしゃい」の精神を有形無形の財産を、郷土愛を持って伝えることで山形の発展にも繋がります。私たち山形市民が生まれ持つ人としての温かさに加え、若さ溢れる元気を前面に出して、魅力的で愛に満ち溢れた活力ある事業を創造します。
私たち元気あるやまがた創造グループは「あがらっしゃい」の精神が宿るこのまちを愛し、５６年の歴史を持つ山形青年会議所の「明るい豊かな社会実現」という理念と、先輩方が作り上げてきた意志をしっかりと引き継ぎ、本年も「元気で活力ある」山形（ＹＡＭＡＧＡＴＡ）を創造します。
［基本テーマ］
「元気」を青年らしく爽やかな「力」に変えて山形のまちに贈り届けます
［重点事項］
１、第３３回山形大花火大会の企画・実施に関する事項
２、持続可能な山形大花火大会実現に向けての企画・実施に関する事項
３、まちづくりに関する事項

Ｖｅｒ．１締切日：２０１１年９月３０日（金）　正午
１０月　５日（水）　第２回役員予定者会議にて協議①
１０月２４日（月）　第３回役員予定者会議にて協議②
１１月１４日（月）　第４回役員予定者会議にて審議

